
事業所　  グループホーム暮らしの里

目標達成計画 作成日：　令和　6年　1月　18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

状況を見ながらになるとは思うが、少しずつで
も、利用者が地域と関われる場面を作ることが
期待される。

感染症の状況を見ながら、地域の方々との
具体的な協力体制の取り組み方を相談し決
めていく

地域の方とお互いに協力体制がとれるように声
をかけていくように努めていく。町内会の行事に
は出来る範囲で参加していく 12ヶ月

2
35

（13）

不審者対応や災害時の夜勤者対応など、避難
訓練をさらに充実させて、利用者が安全に避難
できるよう継続して取り組むことが期待される。
またBCPの職員への周知徹底も必要とされる

全ての職員が1年間に1回以上避難訓練に
参加する。夜間帯での避難訓練も実施す
る。BCPの説明会を全員参加で行っていく。

全ての職員が必ず避難訓練に参加出来るよう
に計画をたて、夜勤者による夜間帯での訓練も
実施していく 6ヶ月

3
49

（18）

状況を見ながらになるとは思うが、出来る限り
利用者が外出することが出来るような工夫を期
待したい

利用者が気分転換できるような行事（外出）
を企画し実行していく

他人と接触を極力さけるような行事（外出）を企
画し実行していく

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

　

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


